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研究成果の概要（和文）：本研究では，心理学研究を(1)事前登録，(2)データ取得，(3) データ解析，(4)デー
タ活用の4つの段階に分けた上で，それぞれに必要なDockerイメージやRパッケージを開発した。開発したDocker
イメージやRパッケージなどを用いることで，低コストかつ再現可能性の高い心理学研究を遂行することができ
る。心理学者が導入しやすいように複数の学会においてツールを解説するワークショップやシンポジウムを行っ
た。

研究成果の概要（英文）：This study divides psychological research into four stages: (1) 
preregistration, (2) data collection, (3) data analysis, and (4) data utilization. I developed 
necessary Docker images and R packages for each stage. Utilizing these Docker images and R packages 
enables the execution of cost-effective and highly reproducible psychological research. To make it 
easier for psychologists to implement these tools, I conducted workshops and symposiums at various 
academic conferences to explain them.

研究分野：臨床心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
心理学における再現性の低さは，心理学の知見の蓄積や活用をする上で大きな問題となる。再現性を高めるた
め，データ収集前の研究仮説の登録，透明性の高いデータ収集法の採用，解析コードとデータの共有などが提案
されているが，その実施には様々なコストが発生する。そこで，心理学研究の再現可能性を高めるために，心理
学者がコストを掛けずに導入することができるクラウドツールを開発し，その使い方についての解説を行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 心理学における再現性の問題は，科学としての心理学の根幹を揺るがすものであり，早急に対
応が必要な問題になる。まず，データ・解析コード・解析環境・マテリアルの非公開，方法の不
十分な記載は，方法の再現性（公開データから同じ結果が再現できる）や結果の再現性（追試を
行って同じ結果が再現できる）を低める。次に，統計的に有意な結果のみを報告する p-hacking，
統計的に有意な結果に基づいて事後的に仮説を作るHARKing，否定的な結果の一部から肯定的
な結果のように結論づける粉飾は，推論の再現性（同じ結果から同じ結論を導ける）を低める。
これらの不適切な研究実践に対して，データ・解析コード・解析環境・マテリアルの公開，報告
ガイドラインの遵守，データ取得前に研究仮説や方法を登録する事前登録，メタ分析による結果
の統合が提案されている。国際的には既に学術雑誌や学会によって，データ収集前の仮説や方法
の事前登録，報告ガイドラインに基づいた研究の計画と報告，データとコードの共有が推奨され
るようになってきている。日本においても再現可能性を高めるための対応が求められている。し
かし，p-hackingのように多くの研究者が問題のある研究実践であると認めるものもあるが，デ
ータの非公開や HARKing に関する問題意識は研究者によって濃淡があり，その問題意識や解
決策についての普及・教育が依然として必要とされる。また，再現可能性を担保するためのツー
ルには技術的なハードルもあり，なかなか導入が進んでいない状況がある。 
 研究方法のパラダイムシフトは，その理念や意義だけでなく，その方法が利用可能かどうかに
も大きく依存する。実際，p値に依存した判断の問題や心理学における再現性の低さは以前から
指摘されてきたものの，これまで抜本的な解決策は行われてこなかった。再現可能性の意義だけ
でなく，再現可能性を高めるための研究実践のハードルを低くするための取り組みが重要にな
ってくる。具体的には，再現可能性を高めるためのツールは，あまりプログラミングなどに詳し
くない心理学者も無理なく導入できるもの，オープンソースのソフトウェアを活用するなどの
導入にかかるコストが小さいものなどが考えられる。そこで，本研究では，心理学者が導入しや
すいクラウド研究基盤の開発・提供を目的とした。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，心理学の再現性の危機に対して，再現可能な研究が遂行できるように，心理学者が
導入しやすいクラウド研究基盤を開拓・提供することを目的とする。本研究では，Rのようなオ
ープンソースのソフトウェアを使い，可能な限り使うコマンドは少なくし，使用を支援するよう
なパッケージを充実させることで，心理学者やこれから心理学を学ぶ学生にも広く利用される
ことを目指した。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では，研究を(1)事前登録，(2)データ取得，(3)データ解析，(4)データ活用の４段階に
分ける。それぞれの段階で必要なツールを心理学で利用が進んでいる統計解析環境の R に統合
する方法を開発する。Rを含めツールはオープンソースソフトウェアかつ利用にかかる学習コス
トが小さいものを選択し，それらの導入ツールの開発にも取り組む。研究の開始当初は，以下の
ように開発を行う計画であった。 
（１）事前登録 
 データ取得前の仮説や方法の事前登録に，Open Science Framework（以下 OSF）が活用されて
いる。その登録方法を整理し，簡単に事前登録が可能な Rパッケージを開発する。 
（２）データ収集 
 実験課題作成ソフトの jsPsych とウェブホスティングサービスの Firebase を組み合わせて，
実験課題や調査票を作成しウェブ経由でデータ収集できる R パッケージを開発する。プログラ
ミングに不慣れな研究者も使えるように，具体例やテンプレートも公開する。なお，データ収集
時には，参加者のリクルートや予約が必要である。本研究ではオープンソースの ORSEE を採用
し，低コストかつスムーズな研究参加者管理システムの導入資料を作成する。また，データ取得
やデータ解析時には，ラボノートへの記録が求められる。本研究では，オープンソースの電子ラ
ボノートの eLabFTW を採用し，電子ラボノートにタイムスタンプ付きのノートを登録する R パ
ッケージを開発する。 
（３）データ解析 
 データと解析コードの文書化には R Markdown(以下 Rmd)などの R パッケージ，解析環境の共
有には必要な OS やソフトをコンパクトにまとめたコンテナとして提供する Docker が有用であ
る。本研究では，解析環境の共有における Docker の活用と Github でのデータとコードの共有を
心理学者が導入しやすいようにパッケージ化するとともに，クラウドコンピューティングでの
活用方法についても提案する。 
（４）データ活用 
 推論の再現性を高めるためには，公開したデータの蓄積やメタ分析が必要になる。これまで



個々の研究者が個別にメタ分析を行ってきたが，研究者間で共有して情報蓄積をしていくコミ
ュニティベースなアプローチもある。これを実現するため，Shiny を用いたインタラクティブな
メタ分析用ウェブアプリを作る Rパッケージを開発する。 
 
４．研究成果 
 研究成果については，方法と同様に，(1)事前登録，(2)データ取得，(3)データ解析，(4)デー
タ活用の４段階に分ける。また，[ ]内の数字は以下の「論文・学会発表等のリスト」の数字に
対応している。一部の発表は複数の段階に重複している。 
（１）事前登録 
 データ取得前の仮説や方法の事前登録に，OSF が活用されている。その登録方法を整理し，簡
単に事前登録が可能な Rパッケージの開発に取り組んだ。そこで，事前登録において比較的簡易
に利用可能な AsPredicted 形式の Rmd テンプレートを配布するパッケージを開発した[36]。た
だし，開発当時にはあまり事前登録方法についての情報もなかったので，AsPredicted の Rmd テ
ンプレートにも価値があったが，現在はより詳細な事前登録方法についての情報もあり，OSF に
直接登録するほうが利便性が高い可能性もある。そこで，パッケージの開発だけでなく，認知行
動療法研究や心身医学研究における事前登録を含むオープンサイエンスの重要性について解説
した論文を発表した[3,5]。心身医学研究に関しては，『BioPsychoSocial Medicine』誌における
事前登録とオープンデータ・マテリアルの情報について整理をして報告している。また，日本心
理学会や日本認知・行動療法学会でのシンポジウムやチュートリアルワークショップにおいて
も，事前登録について解説する内容の企画をしたり，発表をしている[9,13]。 
（２）データ収集 
 当初の計画では，実験課題作成ソフトの jsPsych とウェブホスティングサービスの Firebase
を組み合わせて，実験課題や調査票を作成しウェブ経由でデータ収集できる R パッケージを開
発する予定であった。しかし，Firebase を組み合わせるよりも，JATOS を用いるほうがユーザー
が準備しやすいと思われることから，JATOS でデータ収集を行うことを前提とした Rパッケージ
の開発を行った。また，研究参加者管理システム ORSEE についての導入を当初は予定していた
が，すでにクラウドソーシングサービスの利用や商用の参加者管理システムの活用が進んでい
るため，導入をしなかった。JATOSでのデータ収集を念頭においたRパッケージとしてjsPsychRmd
を開発した[33]。ただし，このパッケージは，最終的に 2022 年 3 月に psyinfr パッケージに統
合されている[35]。また，再現可能な形式で jsPsych ベースの認知課題・質問紙を配布するタス
クリポジトリについて設計し，試験的なリポジトリの構築を行った。収載されているタスクや質
問紙は少ないが，将来的に拡充することで，再現性問題だけでなく研究実施の効率化にも寄与す
ることが期待できる。タスクリポジトリに収載する質問紙に関して，項目反応理論に基づく項目
バンク作成手順を論文として発表した[8]。jsPsych に関連したシンポジウムやチュートリアル
ワークショップを日本心理学会にて行って，認知課題・質問紙の作成法やデータ収集法に関する
発表を行った[16,23]。 
 次に，当初はオープンソースの電子ラボノートの eLabFTW を採用し，電子ラボノートにタイム
スタンプ付きのノートを登録する Rパッケージを開発予定であった。eLabFTW については日本語
ローカライゼーションに取り組み日本語化をしたが，心理学研究で使う場合にはやや機能が多
くユーザーには使いにくい可能性があった。そこで，Github を使って簡易のラボノートを作成
保存する eln4Rmd パッケージ[31]を開発した。このパッケージは，最終的に 2022 年 3 月に
psyinfr パッケージに統合されている[35]。 
（３）データ解析 
 当初の計画通りに，データ解析については，心理学者が活用しやすい Docker イメージを開発
し[37, 38]，データ解析から論文までを可能とするjpaRmdパッケージなど[32, 34]を開発した。
jpaRmd パッケージについては，日本心理学会のチュートリアルワークショップなどにて普及活
動にもつとめた[10,17,27,28]。また，Docker イメージを用いたクラウドコンピューティングで
の活用方法についても日本心理学会のチュートリアルワークショップにて普及にもつとめた
[23]。また近年の生成 AI の発展と論文執筆に関する発表も行った[29]。 
 データ解析の再現可能性を考える際に，コード共有と用いている数理モデルの正確な理解な
どが非常に重要になる。その点について教育心理学年報にて報告し[7]，計算論的アプローチや
その他の解析手法についての解説論文においてコード共有についても解説した[1,2,4,6]。また，
日本認知・行動療法学会，日本心理学会，日本教育心理学会のシンポジウムやチュートリアルワ
ークショップにおいて発表した[11,12,14,18,22,24,25,30]。 
（４）データ活用 
 オープンデータについては，その意義は理解されつつも，どのようにデータを公開するのかが
不明であることから，なかなか定着していない。そのため，オープンデータの作成方法について，
日本認知・行動療法学会，日本教育心理学会，日本神経精神薬理学会，日本テスト学会において
発表した[14,18,19,25]。特に，倫理的な配慮をしつつも，その後の研究に有用なオープンデー
タの作成法について，データ収集時の研究同意，データ公開時のプライバシーの配慮事項につい
て整理をしている。これらの発表については，全て研究室のウェブサイト内でスライドを公開し
ている。また，オープンデータを用いた二次分析研究について，日本社会心理学会の春の方法論
セミナーにて解説した[20]。 



 データの活用法としては，メタ分析もあり，当初の計画では Shiny を用いた Rパッケージの
開発を予定していたが，すでに類似したパッケージが開発されていた。そこで，Rをパッケージ
の開発は行わず，メタ分析の実施方法についての解説を日本社会心理学会の春の方法論セミナ
ーや日本商業学会関東部会チュートリアルセッションにて行った[21, 26]。 
 再現可能性を高めるためのクラウド研究基盤の開発については，全てが当初の計画通りに進
んだけではないが，実際に用いるユーザーに合わせて最も利用しやすいツールを提供すること
ができた。また，開発したツールについて，心理学者を中心に解説する機会を多く用意すること
ができた。最後に，今回の取り組みを通して最初の試みを始めたタスクリポジトリは大きな可能
性を秘めたプロジェクトであり，今後のさらなる展開が期待される。 
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